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壺谷建設株式会社 
 

〒767-0001 香川県三豊市高瀬町上高瀬 4-1 

TEL 0875-74-3881 FAX 0875-74-3882 

URL http://www.tsuboya.jp/   壺谷建設    🔍 

📧 info＠tsuboya.jp 
一級建築士事務所/香川県知事許可（特-25）第 1181 号 

※ゆうメール発送のお客様で,つぼや流が必要ない場合は,お手数ですが弊社までご連絡ください。    11 号線沿い「癒しの家」看板が目印 



 

 

 

— 新築をするにあたって、こだわった所はありますか？ 

 今後の生活を考えて、バリアフリーな家をつくる事をい

ちばんに考えていました。以前の母屋では玄関土間から小

縁まで段差が 50cm さらに座敷まで段差が 20cm ほどあっ

たので、つまずかないように段差を解消したいと思ってい

ました。実際に玄関の段差以外の段差は無くし、建具もす

べて上吊り戸にして敷居やレールの引っ掛かりを無くした

ので安心です。また部屋に関しては、風抜けの良い開放的

な間取りにして、広々と使えるようにしてもらいました。 
— 実際、住んでみていかがですか？ 

リビングとダイニングキッチンと和室の 3 室を建具で仕切っ

てそれぞれ別に使うこともできるし、建具をすべて開けてひとつ

の部屋として広く使うこともできるので、用途に合わせて使い分

けができてとても便利で気に入っています。開放的に使うと風の

通りがいいので、夏でも快適に過ごせています。 

家全体でいうと家の中が静かになりました。近くの高速道路の

音や雨の音など、これまでの家では結構聞こえていたんですが、

ペアガラスのサッシや屋根断熱材のおかげで、今までよりかなり

静かに過ごせています。それと、軒の出が深いので、夏の暑い日

差しは入ってこないけれど冬の暖かい日差しは入ってくるといっ

たところも快適に過ごせるポイントになっていると思います。 
 

— 家づくりをお考えの方にアドバイスをお願いします 

工事中に現場監督や職人さんたちと積極的にコミュニケー

ションをとっておくと良いと思いました。工事中に分からな

いことや不安な点があっても気軽に質問できれば、すぐに解

決できるので。私が外構工事や隣に建っている飛家の改修の

相談をすると、すぐに現場監督がアイデアを出してくれたの

でスムーズに工事ができ、したいことが形になりました。 

 

 

お宅訪問㉑ 「 さぬき豊中の家 」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

今回は三豊市豊中町で新築工事(竣工 2017.3)を行なった、N 様に

お話を伺ってきました。 
 

概要 築９０年の母屋を新しく建て替え、熟年を迎えられたご夫

妻がゆっくりと過ごせるお宅をつくりました。 
 

 

— どうして新築工事をしようと思ったのですか？ 

もともとここにあった母屋が築９０年ぐらい経って古くな

っていたので、リフォーム工事をしようと思っていました。

ですが後々のことを考えると、間取りや使い勝手が自由にで

きる新築にした方が自分の思いを取り入れた家づくりができ

るのではないかと思い、新築工事をすることにしました。 
 

 

— なぜ、弊社をお選びいただけたのでしょうか？ 

当時、私の勤務先の耐震改修工事を担当していたのが壺谷

建設で、その工事の際に会議や打ち合わせなどでよく顔を合

わせていて、社⾧さんや社員さんの事もよく知っているとい

う事もあって、それから壺谷建設の家を何件か見学させても

らったときに、この和の雰囲気の良さと、居心地の良さそう

なところが気に入ったんです。 
 

玄関床の幕板は、元の母屋の床柱だったものに伝統工芸士による透し彫りを施し、

家族の思い出として残しました。 



 

 

 

 

6 月 ～ 7 月 の イ ベ ン ト 報 告 

現 場 報 告 

『香川県伝統工芸士に教わる彫刻教室』 
6/24(日)から全５回の教室開催でご参加の皆様の作品が完

成いたしました。この彫刻教室では伝統工芸士の小比賀香心

さんの指導のもと、フクロウの彫刻を施した壁飾りを作りま

した。彫刻の経験が無くても作品が作れるように、小比賀さ

んが丁寧に教えてくれていて、みなさま楽しそうに掘り進め

ていらっしゃいました!最終日にはそれぞれ個性のある立体

的で見事なフクロウを作りあげました(*^^*) 
 

『丸亀市綾歌町 Y 様邸見学会開催報告』 
7/7（土）7/8（日）完成見学会を開催いたしました。 

こちらのおうちは、和モダンな雰囲気とたくさんの収納が見ど

ころでした。広々とした玄関やシューズクローゼット、ノンレ

ールタイプの上吊り戸はお掃除がラクという点から、たくさん

のお客様にご関心いただけたようです。大雨続きでお足元の悪

い中ご来場いただいたお客様、お家を見せていただいたお施主

様、ありがとうございました。 
 

豊中町比地中にて、5 月より新築工事を行っております。（☆9/15-16 構造見学会開催!詳細は次のページへ） 
 

 

 

 

 

 

 

 
7 月中旬:上棟式の様子                         7 月下旬:屋根葺き工事中 

 

住 ま い の す っ き り 収 納 術 
 

    ついつい増えがちな 靴を整理する ３つのポイント! 
 

 
ポイント① 必要な靴を見極める 

靴が下駄箱に入りきらないという方は、履いていない靴がないか確認しましょう。履き心

地が悪かったり、擦り切れていたり、普段のファッションに合わせにくかったり、何かしら

あまり履いていない理由があるはず。ほとんど履かない靴は思い切って手放しましょう。 
 

ポイント② 出番の少ない靴は分けて収納 

冠婚葬祭用の靴や、シーズンオフの靴は、頻繁に使用するものと分けて収納しましょう。箱

やカゴなどを活用すると重ねて収納でき省スペースに。外箱にラベルをつけたり、透明の

箱を使用すると、箱を開けなくても中身がわかるので便利です。 
 

ポイント③ 家族別に置き場所を分ける 

自分の靴が下駄箱の中に点在していると、探す手間がかかり、帰宅後に収納するときも面

倒。家族別に置き場所を決めておくと、片付けやすくなります。 



 

癒しの家ギャラリーイベント＆見学会 
 

※ご予約お電話の際に参加希望のイベント名をお伝えいただければ、スタッフがご参加までの案内をさせていただきます 
※内容は変更になる場合がございます。予めご了承下さい 

 

ラベンダー香る 林檎のピンクッション作り教室 
 

日 時：10/28（日） 

10：00～12：00 

定 員：12名様 

参加費：1000円 

（ドリンク＆お菓子付き） 

 講 師：布工房 藤澤 令子 先生 

 持ち物：針、糸切りハサミ 
 ご予約：10 月 15 日（月）まで 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしいコーヒーの淹れ方教室 
 

日 時：9/23（日） 

10：00～11：30 

定 員：12名様 

参加費：1000円 

（ドリップコーヒーのお土産付き） 

講 師：珈琲倶楽部 大西 一暢 さん 

持ち物：筆記用具、メモ帳など 

  ご予約：9月 10日（月）まで 
 

丸亀市の喫茶店、珈琲倶楽部のマスターである大西

さんに、コーヒーについての知識とおいしいコーヒ

ーの淹れ方を教わります。誰でもおうちでおいしい

コーヒーが飲めるようになりますので、この機会に

参加してみませんか？また、普段のご家庭での淹れ

方をチェックしてもらえますので、見てもらいたい

お客様はいつも使っている道具をご持参ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

癒し効果のあるラベンダーを閉じ

こめたとっても良い香りのする林

檎型ピンクッションのペアを作り

ます。お好きな柄の布を選んで、手

縫いしていきます。玄関に飾ったり

枕元に置いて香りを楽しんだりも

できますので、色んな使い方を試し

てみてはいかがでしょうか♪ 

建築途中の構造見学会 開催のご案内 
9/15（土） 9/16（日）9：30～16：30 

 
場所：三豊市豊中町比地大 1913 

予約制 完成見学会 開催のご案内 
『切妻起り付,大家族が一堂に会する居間を持つ平屋の佇まい』 

10/6（土）10/7（日）9：30～16：00 ※予約制のためご連絡頂いたお客様にのみ開催場所をご案内いたします 

安心・安全な暮らしが出来る家であるためには基礎や

構造がしっかりしていることが重要です。構造見学会

ではそのような家の「土台」となる部分を見ることが出

来ます。完成すれば見えない部分ですが、住宅の最も重

要な部分となります。今回のお家の木材は全て天然無

垢材を使用し、柱は全て木曽東濃檜に大黒柱は旧母屋

に使用していた欅を引き継ぎ再利用しております。ま

た大屋根には淡路の一文字瓦に軒の出を深く取り、越

屋根に切妻・寄棟屋根を組合わせ趣きある外観としま

した。住みやすさはもちろん断熱材や構造材にもこだ

わり抜いた「癒しの家」の“もと”をぜひご覧ください。 

ゆとりの平屋の佇まい。35 帖の LDK

にウッドデッキ付き、広縁に座敷 8

帖と濡縁付きなど、旧母屋を解体整

理し、将来を考慮した住まいが完成

します。この機会にぜひ壺谷の和の

風情をご堪能ください。 

※予約制のためご連絡頂いたお客様にの

み開催場所をご案内いたします。 
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